








ご挨拶 

 

日本がん登録協議会（JACR）は2017年12月に設立25周年を迎

えました。2016年1月の「がん登録等の推進に関する法律」の施

行により、全ての病院にがん登録が義務づけられ、JACRの役割

は地域がん登録から全国がん登録へと大きく変化しました。 

2018年10月、京都大学特別教授の本庶佑先生が、新たながん治

療薬（オプジーボ®）の開発に繋がったPD-1の発見により、ノー

ベル医学生理学賞を受賞しました。日本人として誇りに思います。

最近は、がん治療も変化し、手術療法、放射線療法、化学療法といった3大治療に免疫

療法が加わりました。オプジーボ®によるがん治療は、がん患者さんに希望を与えるも

のですが、すべてのがん患者さんに効果が認められるわけではないので、これからは、

どんな患者さんに治療効果が認められるのか、さらなる研究が必要です。 

一方、がんは早く見つけて適切に治療すれば、治る時代になってきました。がん登録

の精度が向上し、全国のがん罹患数が把握されつつあることにより、がん検診の精度評

価に取り組む環境が整ってきました。そこで今回の日本医師会との共催シンポジウムは

「有効ながん検診を正しく実施するために」をテーマにしました。 

まず始めに、諸外国のがん検診とがん対策を理解するため、「5大陸のがん検診」につ

いて、婦人科腫瘍学の臨床経験が豊富で、特にアジアにおけるがん対策のリーダーとし

てご活躍中の国際がん研究機構（IARC）のパルサ・バス氏にご講演をお願いしました。

さらに「効果的ながん検診によるがんの二次予防」、「がん検診の精度管理におけるがん

登録情報の活用」について、それぞれの専門家に御講演いただきます。 

本シンポジウムでは、これまで蓄積したがん登録データ等を用いて、がん検診のあり

方について、会場の皆様と一緒に考えたいと思います。 

JACRでは、これからもがん登録資料の利活用を推進し、日本のがん医療、がん対策

に貢献していきたいと思いますので、引き続き、皆様のご支援をよろしくお願い申し上

げます。 
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特定非営利活動法人日本がん登録協議会 理事長 猿木信裕 

 








































































